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大阪市立茨田北中学校　令和８年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）

１　学校運営の中期目標
 (
現状と課題
本校では、「自主　協調　勤勉　努力」の校訓に基づき、教育活動を行っている。生徒は、落ち着いた学習環境のもとで、意欲的に授業や部活動、学校行事に取り組み、生徒一人一人が主体性を持ち、自立を目指した集団育成に力を入れてきた。その効果が徐々にあらわれている。
学習面では、大阪府チャレンジテストにおいて、学年や教科によって多少の差異はあるものの、全体で大阪府平均と同等の結果を残している
。一方で
、家庭における学習習慣
は
十分に定着していない。
生活面では、学校行事や部活動には意欲的に取り組むが、地域行事やボランティア活動等への参加は少ない。
しかし、保護者や地域は、学校運営や教育活動に対して非常に
協力
的であり、学校行事の参観や保護者説明会等の出席状況も向上がみられる。
取り組むべき課題としては、さらなる学力の向上を図るために、わかりやすい授業の研究・実践、
個に応じたきめ細やかな指導の実施、
ICTを活用した
教材研究を学習意欲の向上につなげることが
必要である
。
また、自己肯定感を高める道徳教育や人権教育の推進、夢や目標を持って励ませる進路指導の充実、生徒に寄り添いつつ集団を育成する生活指導の充実
によって
いじめの未然防止や不登校の早期発見につなげること
も急務である
。さらに、一人一人を大切にする特別支援教育の充実と工夫、健康・体力・運動への関心を高める指導や食育の推進、小中一貫した教育の充実と地域に開かれた学校づくりの推進等に取り組むこと
が求められている。
中期目標
【
安全・安心な教育の推進
】
○
令和
８
年度～
令和
１１
年度の年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消に向けて対応している割合を100％にする。
【
R
7
:
100%
】
〇
令和
１１年度の
年度目標アンケート
における
「学校に行くのが楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を
教育振興基本計画の目標値
以上
を維持
する。
【R7:9
0.2
%】
〇
令和１１年度の
年度目標アンケート
における
「自分には、良いところがありますか。」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を
教育振興基本計画の目標値以上を維持
する。
【R7:79.2%】
【
未来を切り拓く
学力・体力の向上】
○令和
１１
年度の
中学校チャレンジテストにおける
対府平均比
を、
令和
７
年度より向上させる。
【R7:3年0.94】
〇
令和１１年度の
年度目標
アンケート
において
「学級の
生徒
との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」に対して肯定的に回答する生徒の割合を
90
％以上にする。
【R7:88.3%】
)　１　学校運営の中期目標
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○令和
１１
年度
における
生徒
アンケートで「授業がわ
かりやす
く楽しくて満足している
」
に対し肯定的に
答える生徒の割合を全体の
9
0％以上にする。
【
R
7
:
87.7
%
】
○令和
１１
年度の
全国体力・運動能力、運動習慣調査における各学年の合計得点を、令和
７
年度より向上させる。
【
R7:47.
3
pt
】
〇
令和１１年度の
CEFR　A1レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割合を62％以上にする。
【
R7:58.8%
】
〇
令和１１年度の
年度目標
アンケート
において
「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか。」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を8
5
％以上にする。
【R7:83.4%】
○
令和
１１
年度末の生徒アンケートにおける「部活動に積極的に参加している」の項目について、
「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を
82
％以上にする。
【
R7:
79.5
%
】
【
学びを支える教育環境の充実
】
〇
令和１１年度の
年度目標
アンケートにおける
「授業で学習者用端末をどの程度使用しましたか。」に対して、週3回以上と回答する生徒の割合を
5
0％以上にする。
【
R7統計なし
】
〇時間外勤務について、月100時間以上実施する教員をゼロにする。
【
R7 統計なし
】
)























２　中期目標の達成に向けた年度目標
 (
【
安全・安心の教育の推進
】
○令和
８
年度末の
生徒アンケート
において、
「いじめは、どんな理由であってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を
8
7
％以上にする。
【
R7:8
6.7
%
】
○
令和
８
年度
末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消に向けて対応している割合を100％にする。
【R7:100%】
○
令和
８
年度末の校内調査において、不登校在籍比率を前年度より減少させる。
【
R7:8.2%
】
〇
令和８年度
の年度目標アンケート
における
「学校に行くのが楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を
90.5％
以上にする。
【R7:9
0.2
%】
○
令和
８年
度の
年度目標アンケート
における
「自分には、良いところがありますか。」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を
79.5％
以上にする。
【R7:79.2%】
)


















 (
【
未来を切り拓く学力・体力の向上
】
○令和
８
年度末の
年度目標
アンケートにおける「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自
分の考えを深めたり、
新たな考え方に気付いたりすることができていますか
」に対して、
肯定的な
回答する生徒の割合を
89
％以上にする。
【
R7:
88
.
3
%
】
○中学生チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団において経年的
に
比較し、いずれの学年も前年度より
0.02
ポイント向上させる。
現3年生
1年時（R
6
）
2年時（R
7
）
現2年生
1年時（R
7
）
国語
1.05
1.03
国語
0.97
数学
1.07
1.08
数学
0.91
○大阪市英語力調査におけるCEFR　A1レベル
相当
以上の英語力を有する中学３年生の割合（４技能）を
5
9
％以上にする。
【
R7:58.8%
】
○
令和８年度の
年度目標
アンケート
において
「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが好きですか」に対して、肯定的な回答
を
する生徒の割合を
84
％以上にする。
【
R7:
83.4
%
】
○
令和
８
年
度の
全国学力・学習状況調査における正答率を
対
府
平均よりも向上させる。
【
R7: 国語0.98 数学0.85
】
○令和
８
年度の中学校チャレンジテストにおける対府平均
比
を、令和
７
年度より向上させる。
3年
国語
社会
数学
理科
英語
R7
0.97
0.93
0.96
0.87
0.94
○令和
８
年度末の生徒アンケートで「家で
自分で計画を立てて勉強している
」の項目について「している（どちらかといえばしている）」と答える生徒の割合を
昨年
度より向上させる。
【
R7:5
2.2
%
】
○令和
８
年度
末
における
生徒
アンケートで「
授業がわ
かりやす
く楽しくて満足している
」
の項目について、肯定的回答の
生徒の割合を
前年度
以上にする。
【
R7:8
7.7
%
】
○令和
８
年度の
全国体力・運動能力、運動習慣調査における合計得点を、令和７年度より向上させる。【
R7:47.
3
pt
】
○令和
８
年度末の生徒アンケートにおける「部活動に積極的に参加している」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える生徒の割合を
80
％以上にする。
【
R7:7
9.5
%
】
【
学びを支える教育環境の充実
】
〇年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を73％以上にする。【R7:70.0%】
〇
令和８年度の
年度目標
アンケートにおける
「授業で学習者用端末をどの程度使用しましたか。」に対して、週3回以上と回答する生徒の割合を
50
％以上にする。
【
R7 統計なし】
)











































（様式２）
大阪市立茨田北中学校　令和８年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）
 (
評価基準　Ａ：
目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ
：
目標どおりに達成した
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
)

	年度目標
	進捗状況

	【安全・安心の教育の推進】
○令和８年度末の生徒アンケートにおいて、「いじめは、どんな理由であってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を87％以上にする。【R7:86.7%】
○令和８年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消に向けて対応している割合を100％にする。【R7:100%】
○令和８年度末の校内調査において、不登校在籍比率を前年度より減少させる。
【R7:8.2%】
〇令和８年度の年度目標アンケートにおける「学校に行くのが楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を90.5％以上にする。【R7:90.2%】
○令和８年度の年度目標アンケートにおける「自分には、良いところがありますか。」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を79.5％以上にする。【R7:79.2%】
	



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【基本的な方向１　安全・安心な教育環境の実現】
学習規律を維持するため、社会性を身につけることに留意して集団育成し、挨拶運動や清掃活動、遅刻防止のためのチャイム着席等の取組を生徒会・委員会活動の一環として取組む。
	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間を通して学習規律を維持する取組を行い、生徒アンケート等により検証する。
令和８年度末の生徒アンケートにおける「自分から進んであいさつをしている。」の項目について「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を92％以上にする。【R7:90.1%】
	

	取組内容②【基本的な方向１　安全・安心な教育環境の実現】
いじめを未然に防止し、不登校への早期対応を図るための取組を行う。　　　　

	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎学期１回以上いじめアンケートを実施と、日常的な生徒観察で状況把握および指導に
当たる。また、いじめ対策委員会・虐待防止委員会を毎月開催する。必要に応じてケース
会議を招集する。年間２回の教育相談により生徒に寄り添うとともに、不登校についての
校内研修会を行う。学校で認知したいじめについて、解消に向けて対応している割合を100％にする。【R7:100%】

	

	取組内容③【基本的な方向２　豊かな心の育成】
自尊感情を高め、規範意識を醸成するため、道徳教育や人権教育、国際理解教育等の取組を進める。加えて一人一人を大切にする特別支援教育の充実と工夫を図る。　　　



	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各学級とも年間35時間の道徳の授業を実施する。また、道徳の授業力を向上させる研
究授業を実施する。各学年とも発達段階に応じた性教育を実施する。
令和８年度末の生徒アンケートにおける「思いやりを持って人に接し、相談できる友達がいる。」の項目について「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を96％以上にする。【R7:94.9%】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	取組内容④【基本的な方向２　豊かな心の育成】
自らの将来について考えさせるとともに、正しい職業観を養わせ、夢や希望をもって生きることができるようキャリア教育の充実に努める。　　　　　　
	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年生で職業講話、２年生で職場体験またはそれに代わる体験活動、３年生で高校体験
授業という系統立てた取組を実施する。
令和８年度末の生徒アンケートにおける「将来の夢や目標を持っている。」の項目について「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を72％以上にする。【R7:70.7%】
	

	[bookmark: _Hlk148700047]年度目標の達成状況や取り組みの進捗状況の結果と分析

	




	次年度への改善点

	






 (
評価基準　Ａ：
目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ
：
目標どおりに達成した
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
)大阪市立茨田北中学校　令和８年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	進捗状況

	【未来を切り拓く学力・体力の向上】
○令和８年度末の年度目標アンケートにおける「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」に対して、肯定的な回答をする生徒の割合を89％以上にする。【R7:88.3%】
○中学生チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より0.02ポイント向上させる。
	現3年生
	1年時（R6）
	2年時（R7）
	現2年生
	1年時（R7）

	国語
	1.05
	1.03
	国語
	0.97

	数学
	1.07
	1.08
	数学
	0.91


○大阪市英語力調査におけるCEFR　A1レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割合（４技能）を59％以上にする。【R7:58.8%】
○令和８年度の年度目標アンケートにおいて「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが好きですか」に対して、肯定的な回答をする生徒の割合を84％以上にする。　　　　【R7:83.4%】
○令和８年度の全国学力・学習状況調査における正答率を対府平均よりも向上させる。
【R7: 国語0.98 数学0.85】
○令和８年度の中学校チャレンジテストにおける対府平均比を、令和７年度より向上させる。
	3年
	国語
	社会
	数学
	理科
	英語

	R7
	0.97
	0.93
	0.96
	0.87
	0.94


○令和８年度末の生徒アンケートで「家で自分で計画を立てて勉強している」の項目について「している（どちらかといえばしている）」と答える生徒の割合を昨年度より向上させる。
【R7:52.2%】
○令和８年度末における生徒アンケートで「授業がわかりやすく楽しくて満足している」の項目について、肯定的回答の生徒の割合を前年度以上にする。【R7:87.7%】
○令和８年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査における合計得点を、令和７年度より3ポイント向上させる。【R7:47.3pt】
○令和８年度末の生徒アンケートにおける「部活動に積極的に参加している」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える生徒の割合を80％以上にする。【R7:79.5%】

	







	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【基本的な方向４　誰一人取り残さない学力の増加】
わかりやすい授業、個に応じたきめ細かな指導の充実に努める。また、体験的、問題解決的な学習を取り入れ、生徒の学習に対する意欲や関心を引き出し、自主的・意欲的に取組もうとする態度を育てる。
	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主体的・対話的で深い学びやＩＣＴの効果的な活用等を取り入れた授業を推進する。全
教員による研究授業と相互授業参観、公開授業と研究協議会等を実施し組織的な授業改善を推進する。
令和８年度末の生徒アンケートにおける「学校の授業はわかりやすく楽しくて、満足している。」の項目について「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を88％以上にする。【R7:87.7%】
	

	取組内容②【基本的な方向４　誰一人取り残さない学力の増加】
本校生徒の課題である家庭学習習慣を定着させるための取組を推進する。　　　　　　　　　
	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各教科の授業で復習を主とした家庭学習のための課題を与える。また、学校元気アップ
支援員と連携し、生徒が自由に活用できる自主学習プリントを作成する。
令和8年度末の生徒アンケートにおける「1日平均1～2時間、家で勉強している。」と答える生徒の割合を前年度より向上させる。【R7:38.5%】
	

	取組内容③【基本的な方向５　健やかな体の育成】
自らの健康に関心を持ち、体力の向上に対する意欲を育てるための取組について、食育を含めて推進する。　　　　　　
	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健体育指導や部活動の充実、生徒による保健委員会を活性化させ、その活動を中心と
した生徒の意識の向上を図る。
令和８年度末の生徒アンケートにおける「部活動に積極的に参加している」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を80％以上にする。【R7:79.5%】
	

	年度目標の達成状況や取り組みの進捗状況の結果と分析

	



	次年度への改善点

	











大阪市立茨田北中学校　令和８年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）
 (
評価基準　Ａ：
目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ
：
目標どおりに達成した
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
)

	年度目標
	進捗状況

	【学びを支える教育環境の充実】

〇年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を73％以上にする。【R7:70.0%】
〇令和８年度の年度目標アンケートにおける「授業で学習者用端末をどの程度使用しましたか。」に対して、週3回以上と回答する生徒の割合を80％以上にする。【R7 統計なし】

	



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【基本的な方向６　教育DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進】
ICT機器を日常的に活用することで授業を主に、学びを支える教育活動を充実させる。　
　
	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和８年度の年度目標アンケートにおける「授業で学習者用端末をどの程度使用しましたか。に対して、週3回以上と回答する生徒の割合を80％以上にする。【R7 統計なし】


	

	取組内容②【基本的な方向７　人材の確保・育成としなやかな組織づくり】
週に１日「ゆとりの日」を設定し、時間外勤務をしないことで働き方に関する意識改善を図る
	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を満た
す教員の割合を47％以上にする。【R7:44.2%】


	

	取組内容③【基本的な方向９　人材の確保・育成としなやかな組織づくり】
年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を73％以上にする。【R7:70.0%】

	

	指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
夏季休業と冬季休業期間中に学校閉庁日を設定し、年次有給休暇を取得しやすい環境を整える。

	

	年度目標の達成状況や取り組みの進捗状況の結果と分析

	




	次年度への改善点
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